

















  岡本遼介提出の論文は、リチウムイオン二次電池の 5 V 用正極材料として有望視さ
れている LiMn 1.5 Ni 0.5 O 4 について、その電池特性向上効果（低抵抗化とサイクル特性向
上）が報告されている Ni の Fe 置換効果のメカニズム解明を目指したものである。 
近年、リチウムイオン二次電池は、電気自動車、貯蓄用電源など需要が高まり、更なる
電池の高出力、高容量を実現する新規材料開発が求められている。この要求に応える正極材














  これらの研究成果は、5 V 用正極材料 LiMn 1.5 Ni 0.5 O 4の Fe 置換効果のメカニズムの
解明とともに、実用化開発に向けて重要な材料開発指針を示したものである。このことは、
本人が自立して研究活動を行うのに必要な高度な研究能力と学識を有することを示してい
る。したがって、岡本遼介提出の論文は、博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
 
